
NPO法人里親子支援機関えがお ごちゃまぜフォスターケアラー・ラボ

イギリスと日本の里親制度の比較研究
ー当事者の視点から見た日本制度の

課題と改善提案-
２０２５年度 日本財団助成事業
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こんにちは、
「えがお」です！

NPO法人里親子支援機関えがお
ごちゃまぜフォスターケアラー・ラボ（ごちゃラボ）
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「ごちゃラボ」です！



ごちゃラボのメンバー

里親
中心的メンバー

心理士 研究者 ケースワーカー
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はじめに

牧野博子 井上直美

2024年夏スキルストゥフォスター（STF）のトレーナー
養成講座に参加した私たちは、イギリス人講師二人からイ
ギリスの里親制度、子どもに対するまなざし、里親の地位
を、日本と比較しながらをお聞きすることになったのです
。その違いの大きさは衝撃的でした。
そしてその大きな気づきを何とか仲間に伝えたい、ひい

ては子どもたちに還元したいと強く思ったのです。
まず、学び、そして日本との違いを確認し、日本に適し

た形で実践できないかと立ち上げたのが、ごちゃラボです
。 نٓׯ׍׀鸐獥ن٦٥ٓٓ،؛٦ةأؓؿ׈תׯ׍׀

©TPC ©KSW 



1
イギリスの里親制度を知ろう
イギリスの里親制度に詳しい方のお話を研修で聞く
イギリスの里親会との交流

2
イギリスと日本の里親制度の比較
毎月のオンラインでイギリスとの比較を話し合う
里親会交流からの違いを知る

3 里親や実子などの実体験から日本に必要な制度提案
イギリスの実子研修実施から分析し、日本のかたちへ落とし込む
教科書署名運動を通じて広く社会的養護を啓発する

ラボの目的

えがお・ごちゃラボ
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概 要

えがお・ごちゃラボ
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背 景

えがお・ごちゃラボ
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すごいところ

チームになっている
2025年夏立ち上がったごちゃラ
ボは当初24名。2026年3月31日
時点で45名に増えました。

心理士、研究者、NPO職員、児相
職員 里親支援機関職員 里親

えがお・ごちゃラボ

里親が中心
45名メンバー中
２３名が里親

日本初
・里親家庭の実子向け研修

・義務教育教科書に社会的養護
「里親制度」の署名活動
・イギリス里親会との交流

©TPC ©KSW 



事業１
セミナー

春季里親研修

聞いてみよう里親制
度 外国との違いを

知ろう（大阪市 堺

市 大阪府 合同）

事業２
調査研究
技術開発
研修者等を交え
イギリスと日本
の里親制度を深
堀しよう
毎月一回MTG

事業3
セミナー
里親家庭の実
子向け研修
イギリスの認
定前研修を参
考に
（実際には登
録後の里親家
庭の子を対象
）

事業４
セミナー
イギリスの里親会と

オンラインで交流

事業５
資料等作
成・配布

教科書掲載運
動

だいじな 欲張りな事業

えがお・ごちゃラボ
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受賞候補・取材・発表

主な活動実績
毎月１回

ごちゃラボ結成 ２４名２４年８月

１０月 日本財団初申請

２５年４月 春季里親研修 イギリス里親制度

７月 里親家庭 実子向け研修 大阪２回

大阪弁護士会 人権賞 最終候補

全国里親会 里親だより 147号

ヤフーニュース 近日中

朝日新聞 連載予定

代表者打合せ

実施イベント予定の打ち合わせ

オンライン MTG

報告書等作成

９月 教科書掲載運動オンライン署名スタート

１０月 全国里親会で署名活動紹介

１１月 ジャスピカン学術集会で発表

２６年１月 里親家庭 実子向け研修 名古屋１回

９月 イギリス里親会の件でオンラインMTG

䎃剢։䎃剢

ジャスピカン 学術集会 展示

2月 大坂弁護士会人権フェスタ

䧭✲噟⟃㢩⸔כ㶵ؙٝؾ˟



事業１ セミナー
4月20日（日）春季里親研修会
参加６０名スタッフ保育等20名
ミーティングを重ね、念願の5年ぶりの開催ができました。参加者

60名（東京・名古屋からも）、保育をご利用いただいたお子様15名
、そして事務・保育スタッフを合わせた総勢80名超が集い、一緒にな
って大変有意義な時間を共有することができました。

特に、大阪公立大学の伊藤嘉余子教授をお招きし、「こんなに違う

里親制度～イギリス里親制度を知って日本の里親制度を再認識しよう

～」というテーマでのご講演は、子どもたちが笑顔で成長できる環境

づくりについて、貴重な学びの機会となりました。

その後のワイガヤ・テーマ討論や８グループ発表では、皆様から多
くの建設的なご意見をいただき、日本の里親制度の発展に向けて新た
な視点を得ることができました。
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やらなければ
・できること

イギリスと日本の比較
特に

近年は地域から離さない方向地域から離さないケア

原則１０歳までは施設ケアしない 日本では施設ケアが中心

Kinsip careが４０％
（親族・近所・友人）

親族里親はあるが少ない
約５％（大阪2％）

実子研修

専門性

里親地位向上

実家庭再構築目標値

本当の意味での子ども中心

親族・近所・先生などの里親

里親の地位・手当の差

実親との関係

虐待など事実認定は裁判所が行う 虐待などの事実認定は児童相談所が行う

専門性が高く単身で登録できて
里親手当が日本の約４倍

専門家として扱われないため子ども
情報が制限されている

一時保護所がないので里親が担う 一時保護所があり満杯のため里親も

里親支援機関を里親自身で自由選択 居住地で里親支援機関が決まる

実子の同意がないと里親にな
れない・登録前研修がある

実子の同意は重要視されていない
研修は皆無

سٝٓزح؝أ

事業１

日本スコットランド

铬겗׌ת׌תכ佄䴂ךפ㹋㶨׮傈劤׮أؘٔ؎
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えがお・ごちゃラボ 事業①

コメント
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➙䖓ծ傈劤גְֶחꅽ鋵균肪׾♧㾴䱿鹌כח׭׋ְֻג׃ծⵖ䏝ךꆀ涸䭁⯍׆׵ז׫ךծꅽ鋵ך㼔Ꟍ䚍ך然甧ה佄䴂⡤ⵖך䓼⻉ծג׃׉㶨ך׮ו埄ⵃ⥂ꥺך㹋颵⻉ָ♶〳妀׷֮דկ劤⟰歗׾鸐ׄג䖤׋׸׵爙㇗׾驎ִתծ㹋騧הⵖ䏝ך⿽倯׷ז׵ׁגְֶח嗚鎢ה何ꬠָ鹌׾הֿ׬劍䖉ְ׋׃կ劤俑׾鷄⸇

事業１ セミナー



事業２
調査研究・技術開発
月１回 オンラインMTG
２４年８月から２０回
会員は４５名に増えました。
通りすがりにちょっと寄るように、毎回顔ぶれの
ちがうメンバーが集まり、持ち込まれる面白いこ
と、困っていること、やりたいこと、言いたいこ
とを、文字通りごちゃまぜして出来上がる不思議
な、でも確かに魅力あるものが生み出され、着実
に前に進められる空間になりました。
メンバーが増えたので班分けのアイデアも出てき
ました。えがおHP内に特設コーナー計画中

©TPC ©KSW 

ꅽ鋵ⵖ䏝أؘٔ؎ؤ؎ؙ



えがお・ごちゃラボ

չن٦ٓٓ،؛٦ةأؓؿ׈תׯ׍׀⟃♴ծنٓׯ׍׀պכծ균肪٥㼔Ꟍ٥균㶨篑穈ךぐꅽ鋵׭ׄכ׾ծ佄䴂罏ծ㷕陎穗꿀罏ծ㹺䏬균肪חꟼ䗰׾䭯א䋐孖וזծ甧㜥װ㖑㚖ך㘼呎׾馉ִג꧊ֲչ幉䧭ؚٕف٦պׅדկչٓن㹋꿀㹓պְֲהせ獥ָ爙ׅ鸐׶ծ傀㶷ך湱锑⠓װ灇⥜⠓ך単穈ח׫䯝ְז׸׻厫鮾ז崞⹛䕎䡾הծ׶״葺ְ׾ך׮湡䭷ׅ㥨㣼䗰׷״ח㹋꿀涸ٓزז؎ָؒٓ׉٦ֿ눁⸂׶֮דծ剑㣐ך暴䗙ׅתְג׏זהկ傈ղך㔭ךה׀׶薄剣ַ׵ծ䞔㜠ך꧊秈ծׁכח׵Ⱗ⡤涸ז灇⥜ךيؚٓٗف⟰歗甧周ָדתծ埆倖涸ַא剣堣涸ח鸬ׅתְג׏זկד⚥ךأإٗفך׉ծ㶨ה׮ו㣐➂ך⿽倯ג׏החչ׶״葺ְ㹺䏬균肪պ׾鷄実ׅ׷㥨㣼䗰ָⵝ慧ׁׅת׸կדֿ׉欰ر؎،׋׸ת،ָ䕎׶זה涪⥋ׁדהֿ׷׸ծ⿫⸇ׅכ٦غًٝ׷荈魦ָ爡⠓ְֲה׷ְגַֹֽ⫴ח然ַז㶷㖈⣣⦼׾㹋䠬ׅׅתֹדָהֿ׷կֿכ׸ծ䖞勻ךꅽ鋵⠓׮ה佄䴂罏ך鸬窃⠓׮ה殯׷זծ➭ז٦ؙصְِזכח崞⹛ך㪦ה׌鎉ֲִ׳׃ד׷կչنٓׯ׍׀պך崞⹛ך彁屭כծꅽ鋵٥균鋵٥佄䴂罏٥灇瑔罏׋׏ְהչ㶨ח׮וꟼ׷׻㣐➂׍׋պָ䫴ִ׷ⴖ㹋ז蕱䝢װ격ְծ׶״ג׃׉葺ְ㹺䏬균肪ךפ攦䠐ה䋞劄ׅת׶֮חկ䔲ָٓن䲓׷־湡垥כ㢳䀄ָׅת׶׋׻חծ⽃׷ז湡涸鹴遤㘗ך穈籼ח殅׆׵תծ㼎鑧׾ꅾָך׮ך׉أإٗف׷יչ⿫⸇罏ך㷏杝䠬ך鍑嶊պװչ荈䊹肤㹀䠬ךぢ♳պג׃הي٦ؓؿزحٓفׅ⤛׾堣腉ׅתְג׃կֿך䗰椚涸㸜Ⰻ䚍ָ然⥂ׁ׋׸㜥ךד㼎鑧ָծ傀㶷ך嚊䙀ח簂ְז׸׵倜ְ׃鋔挿׾،ر؎،װⶼ⳿ׅ׷顜ꅾז堣⠓ׅדך׷ְג׏זהկչꅽ鋵ⵖ䏝ך侄猰剅䲓鯹պչ؎ؘٔךأꅽ鋵⠓ךה❛崧պչ㹋㶨㼎韋灇⥜ך㹋植պˌˌֿ׮׸וכ׵׸ծַכגאワ㔲ךꟼ䗰׮謬ֻծִה׋䙼ְ䲽ְ׮ג׃ה׋չ搀閏ז湡垥պג׃הծ䋞劄ך蔟׾䶯׋׃דך׮זֲ״ֲת׃ג׸תկ׃ַ׃ծ荈魦װ⟗꟦ך蕱䝢ַ׵欰׷׸תչ⡦ַ׾䧭ְׁז׵זליպְֲהⴖ鶕䠬װ遼⹛כծגָװ㣐ֹׅת׶זה׶יֲזկָ׸׉Ⱗ⡤涸ז䕎ג׃ה邌植ֹׁה׋׸ծ䟝ְכ⠗厩ׅחֲ״׷岚⿹׃ծׁ׾׶יֲ׷ז׵欰׵ָז׃⳿׫ծ倜ְ׃麊⹛הפ穠㹋ׅתְֹג׃կֿ1ך䎃꟦ծչنٓׯ׍׀պזֲ״ךֿכ麊⹛׾竲ֽ׋׃תֹגկչنٓׯ׍׀պ׶֮ך倯荈⡤ָծ㔭ꨇ׾䫴ִ׮׵ָז㹺䏬균肪׾⚥䗰ך׵ַ׸ֿ׷ׅה爡⠓涸균隊׶֮ך倯ךא1ך䕎׾爙ה׌ך׷ְג׃䙼ְׅתկ猘כ׍׋ծ倜ְ׃ꅽ鋵균肪׶֮ך倯׾垷稊׃ծ㶨ך׮ו➂埄ָ溪ח㼣ꅾׁ׷׸爡⠓ך㹋植חぢֽծך׉然ַז䩛䘔ִה爡⠓涸顑⟣׾薄剣׵ָז׃ծֿ׮׵ַ׸崞⹛׾竰竲הְ׋ְֹג׃罋ִׅתְגկ

コメント
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事業２
月１回 MTG虠㾊 僅䒽 㣐ꢻ➂꟦猰㷕㣐㷕 闌䌌



事業３
里親家庭実子向け
プログラム

Ø 多くの子どもがプログラム前は不安を抱えていたが、終了後には「

よかった」と前向きに感じている。

Ø 意見を自由に言える仕組みや、シール・付箋などの工夫が特に好評
。

Ø 自由記述では「里子を大切にしたい」「家庭でしかできないことを

伝えたい」という前向きな考えが多く見られた。
Ø 改善点として「事前説明をもっとしてほしい」「少人数であること

を伝えてほしい」との意見が挙がった。

アドボカシー的視点まとめ
Ø プログラムを通じて「自分の気持ちを伝えられる」「里子を受け入

れる気持ちが高まる」という前向きな変化が確認された。

Ø 「自分の気持ちや存在を大切に思う」という軸はもともと高かった
が、研修によって再確認された。

©TPC ©KSW 

䎃剢傈 Ꟍ溪䋐孖ّٝء٦ٖزأٌٝرؠٓف 8せ䎃剢傈 藿加䋐 ؙٕחֶ せ䎃剢傈 せ〢㾊䋐 せ



実子向けプログラム
記録動画 ～勇気ある６名の子どもたちと先輩実子たち～

©TPC ©KSW 

事業３

䎃剢傈宏㣐ꢻ䏍藿加 ؙٕחֶ



ファシリテーター・スタッフ

えがお・ごちゃラボ
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事業３
実子向けプログラム

❁♳湫繟ٔء؋ؿزًٝ؝׷״ח٦䕎䒭ُؽةٝ؎ 균㶨篑穈ꅽ鋵 暜ꅿ⽆㶨 균㶨篑穈 균肪ꅽ鋵
㹋㶨灇⥜חꟼהַֽ׏ֹ׋׏זחהֿ׷׻ծד⚥ך׉䠬ׄ׋ְג铬겗䠐陎׾侄ְִׁ׌ֻגկ

灇⥜ד⚥ך鋅ִ׋ֹגծ㹋㶨ך⿾䘔װ㢌⻉ַ׋׃ת׶ָ֮ך׮זֲ״ךוכחկ⽩韋涸ל׸ָ֮س٦اؾؒז侄ְִׁ׌ֻגկ

2024䎃㢙ךStF٦ش٦ٖز균䧭闌䏟ד⚥ך㹋㶨灇⥜ָⰅחהֿ׷ְג׏끅ֹ׾鋙ִ׋׃תկ㹋ꥷծꅽ鋵⟗꟦ד㹋㶨ָ♶锃׾饯ֿג׃ꅽ鋵׶׋׏ְג׭װ׾ծ㹺䏬ָ㠨ג׸㔭׾ך׷ְג׏鋅耀ֹדך׋ְג׃ծ猘ח׍׋⳿勻׌׸ֿכ✲׷ה䓼ֻ䙼ְ׋׃תկ❁♳
կ暜ꅿ׋׃ת׃⥋然ה׌铬겗ז㣐ֹֹץ׬穈׶》ג׃׉կ׋׃ת䠬ׄ׮ה׸鹼ז㣐ֹך傈劤כ׸䠬ׄծֿה׌הְֲֲֿֿכ✲ְֲהռ⚥׿溪׮ו耀ֹծջ㶨׾植朐ךأؘٔ؎

猘ָ׍׋罋ִ׮׶״׷㹋㶨ׁכ׿ꅽ㶨׾✲ךⲟֻ罋ִ׾הֿ׷ְג䠬ׄ׋׃תկ灇⥜ד⚥ךծ贇䖉׋ְגֽ」׾㶨ך׮וꅽ鋵㹺䏬׶זחծ2䎃穗ג׏균㶨ח遤ֻֿ׋׏זחהꅽ㶨׾✲ך׿ׯ׍ծֶⴽך׸儗חչ׋ת贇䖉ׁזְַז׸պה罋ִ׋ְג㹋㶨ָׁ׿㽿גծ㹋㶨׮爡⠓涸균隊ך㣐ⴖז䬐ְ䩛׾הֿ׷֮ד㹋䠬׋׃ת׃կג׃׉ծ㱾ז儗כ㱾ה鎉׮ג׏葺ְ״׌׿ծ׷זֻו׿׃⵸ח㹺做ד湱锑ג׃葺ְ倯岀׾䱱ֲ׳׃ת׃ծה鑧׋׃儗ך㶨ך׮ו邌䞔כչ鎉׮ג׏葺ְ׌׿պְֲה㸜㜦ך邌䞔׋׃דկ❁♳
㶨׷֮ח⚥ך׍׋׮וծ׮ג׃ֲו姻鍑׾実ֲת׃ג׭ծ꟦麩ֲ״׃ֲו׵׋׏ծ䠐鋅ְָ֮זׇ⳿חך׷ծְֲה傈劤杝暴׷ְִ׮ה䫺䫑䠬ַׅד׋׏ַֻח׶זחؤ٦يأכيؚٓٗف׵կ꟦麩ֲ埄ⵃװ䠐鋅邌⳿ך埄ⵃְֲה㶨ך׮ו埄ⵃ،׾٦ءؕنس猘׶ַ׏׃׮׍׋㷕ןծ⠗ִהְז׵זל׸ֽזְַג䙼ְׅתկ暜ꅿ



ファシリテーター・スタッフ

えがお・ごちゃラボ

事業３
実子向けプログラム

❁♳湫繟ٔء؋ؿزًٝ؝׷״ח٦䕎䒭ُؽةٝ؎ 균㶨篑穈ꅽ鋵 暜ꅿ⽆㶨 균㶨篑穈 균肪ꅽ鋵

׀荈魦ךדת׸ֿך穗꿀הꅾה׷ז䠬ׄ׋挿װծչ䔲儗ְֲֲֿ㜥ָ֮׋׏ַ״ל׸պה䠬ַׅׄת׶֮כהֿ׋կ䧮ָ㹺ךⴱךג׭♧儗⥂隊㨻鎶儗חծ䜁㶨װ傉齡ח✲⵸ח湱锑חֲ״׋ְג׃כ䙼ֲָծ㣐ⴖְֲה׌הֿז䠐陎ָ㼰ך׉גֻז儗ֿל׸ָ֮يؚٓٗفךծ鵒ִ׷儗ך䗰圓ִה㹺做ך鎘歗ָ湱锑׶׋׃甧ה׋׸׵ג䙼ֲկ暜ꅿ
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➙㔐ֶ䩛⠗ְ׋׏ׁ♴ג׃䧭➂׋׃㹋㶨ָׁ׿չ荈ⴓָ䙼僰劍ך갦ךֿח灇⥜「ֽז׋׏ַ׋˘պה鑧ָׁהֿ׋ְג׸ծֿך灇⥜ה׋׏ַ״ג׏װ׾䙼ִ׋♧殢ך⳿勻✲׋׃דկ ❁♳
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ファシリテーター・スタッフ

えがお・ごちゃラボ
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事業３
実子向けプログラム

❁♳湫繟ٔء؋ؿزًٝ؝׷״ח٦䕎䒭ُؽةٝ؎ 균㶨篑穈ꅽ鋵 暜ꅿ⽆㶨 균㶨篑穈 균肪ꅽ鋵
㹋㶨ח㼎ׅ׷✲⵸ך铡僇װ灇⥜כծזֲ״ךו挿ד䗳銲ה׌䠬ַׅׄתկ

➙䖓ծ傈劤ךꅽ鋵ⵖ䏝ד⚥ךծ㹋㶨佄䴂׶》זֲ״ךוג׃ה穈ָ׫䗳銲ה׌罋ִַׅתկ
♳❁կׅת䙼ְה׌䗳銲ָֽב⡘縧ךג׃ה佄䴂罏ך➂♧ֻזכד遤ְծꥤ⠵罏׾⥜灇׮ח㹋㶨׵媮ꥡַך剑ⴱך遤ְծꅽ鋵涫ꐮ׾׶⡲ي٦ثז䭍涸⺪ךꅽ鋵佄䴂כח捀ך׉կׅת䙼ְה׷䗳銲ָ֮׷ֽ➰⡘縧ה䬐ְ䩛ך爡⠓涸균隊ז㣐ⴖ׮ծ㹋㶨׶כװ
㹋㶨灇⥜ְֲה嚊䙀׾䎢ֶֻ⠗ִׅ׵ַ׹ֿה׷㨣ָהֿ׷׭ꅾ銲ה䙼ְׅתկꅽ鋵׮灇瑔罏׮ג׏֮דծ猘荈魦ךأؘٔ؎׮涫ꐮ⵸灇⥜ח⳿⠓ג׏ծח⚥ך׉ꅽ鋵㹺䏬ך㹋㶨ְװֿה鵚䨽ך㶨׮׮ו⿫⸇〳腉ךפ灇⥜ָ֮׾הֿ׷濼דת׷ծ濼׮׵ַג׏ծꅽ鋵㹺䏬ך㹋㶨ח㼎ךג׃灇⥜חּׅכחהֿ׷ׅ׾「ֽⰅזֲ״ְז׸׵׸䫺䫑䠬ָ֮׋׃ת׶կֽו׸㹋ꥷח遤ה׷׫ג׏ծך׉䗳銲䚍׾䓼ֻ䠬ׄ׃ׅתծ⿫⸇罏׮꟦麩ְֻז䠬ׄ׸׵ֶגծ㡮ֶ׮耀ֹ׋׃ת׃կיׅד׵ַֿ׉כ׆תկ暜ꅿ

鋵ָꅽ鋵׾㨣׷׭儗ח鑧כה׷ְג׃䙼ְָׅתծ穗꿀׾הְֿזְג׃䟝⫷ׅכך׷㶨כג׏הח׮וꨇהְ׃䙼ְׅתկ鋵ָ葺ְ✲ה׷ְג׏װ׾䙼ִל䙼ֲוקծ荈ⴓָ♶㸜׶׋׏זח㺐׋׃׶׋׏זֻ׃儗חչ㱾׌պה荈ⴓך孡䭯׮ח٦ءؕنس،כךְזׇ⳿׾׍⿾׃ׅת׃ծ׾ֿ׉ⴱח׭鍑寸הְזֶַג׃㹺䏬ⰻך♶ㄤ׮ח籬ָה׷䙼ׅתְג׏կ❁♳
ջ㹺䏬균肪ռָׅתְג׸׻׋ֲכהծך׉儗挿דꅽ鋵㹺䏬ךד㹋㶨ך׉װ➭ず㽿㹺做׮ꅽ鋵㹺䏬균肪ך♧㆞ְֲה׌㣐ⴖז銲稆׾ꅽ鋵ך׉׮ワ鴟׶ַ׏׃׮䠐陎ל׸ֽז׃ծ균肪崞⹛ך㧍׶זח־剑䝤ך㜥さ⯋ղך㹺做ָ䄶㠨ׅ׷䗰ꂁָ֮׷կ暜ꅿ



ファシリテーター・スタッフ

えがお・ごちゃラボ
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筰倯疭㶨 ؿحةأ 균肪ꅽ鋵

事業３
実子向けプログラム

傈劤דⴱךג׭㹋㶨灇⥜כծג׃הؿحةأ䵿׮׵ָז׶׻ծך׉䠐㄂װ䠐纏ה׶ֹ׏כ׾鋅⳿ָֿׅה⳿勻ח׆㨣׋׃ת׶תկָծ㹋ꥷכծ㹋㶨ךהꟼ⤘♶锃ֻתֲד鹌ְֲהְזת㜠デָ֮׮הֿ׷濼׋׃תְג׏կ䔲傈ծ筜䓸׋׃꬗䭯ך׍㶨ה׍׋׮וⰟח㨣׋׏ת灇⥜כծ➰皠׾♧卐ծ׋ת♧卐ה顦חן׋׷ֽ➰׶ծ䗰ך䩔א♧א♧׮Ꟛַ׸尶㿊ך䟝ְָ垷鸡秵ח♳ך驆׃׌׶ծז׿ו孡䭯ְֲהְְג׃⳿׮׍鍑佝䠬ָ疭겣ג׏זה彡׋׃ת׸կך׉♧倯דծ㹋㶨ג׃ה穗꿀ز٦ه؟׋ֹג׃׾䕵٦ت٦ٔך麦כծչ荈ⴓָ׍׋㶨⣘׋׏׌儗ז׿ֿח堣⠓ָ֮ל׸葺ַ٥٥٥׋׏պה纎ְ׃ת鋔简׾䫎׋׃תְגַֽ־կ猘כ׍׋ծ傈劤ךדת׸ֿךꅽ鋵ⵖ䏝׷ֶֽחչ㹋㶨պָծֶׂ׾הֿ׋ְג׏זח׶ז湡ך䔲ה׋׃ח׶׋ず儗חծ⡦娕׮ג׏זחչ֮כ׋ז㣐ⴖז㶨׌׮וպչ֮ך׋ז֮כ׋ז㡮׷ֹדָהֿ׷־֮׾պה⠗ִ竲ֽ׷⢪ㄏָ֮הְַזכדך׷罋ִׅתְגկ灇⥜ךⰻ㺁װ㼎韋罏׮礵叨׃ծ倜ٕشآٔؔז׋灇⥜׾⡲׷㡮ׅתְג׏ָ♳׮կ㢳倯꬗ַך׵㉏ְさ׶֮׮ׇ׻ծ緊䖓遤佟㨻鎶ח籬ֲ״׷׸׵־鼞鹌הְ׋ְֹג׃䙼ְׅתկ
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虠㾊僅䒽 㣐ꢻ➂꟦猰㷕㣐㷕 闌䌌
事業３ 実子向けプログラム

ꅽ鋵㹺䏬׷ֶֽח㹋㶨כծꅽ㶨הず圫ח埄ⵃ⚺⡤׶֮דծך׉剑㊣ךⵃ渣ָ⥂ꥺֹׁץ׷׸㶷㖈׷֮דկ׭׋ך׉ծꅽ鋵כ㹋㶨הꅽ㶨⿽倯ך埄ⵃ׾⥂ꥺׅ׷䗳銲ָ֮׷կג׃׉ծ⚕罏ךꟼ⤘䚍כ湱✼ח涪麦涸䠐纏׾剣׶ֶג׃ծꅽ鋵㹺䏬ְֲה単穈ד׫䯝ִ׋㜥さծ׾ي٦ثךא♧ָ׸׊׸׉圓䧭ׅ׷䧭㆞ג׃ה⡘縧׷׸׵ֽבկ׵ָז׃ַ׃ծ植朐ךꅽ鋵佄䴂כגְֶחծչ㹋㶨պח滠湡׋׃佄䴂כ⼧ⴓח遤כה׷ְג׸׻鎉ְꨇְկדֿ׉劤✲噟כծꅽ鋵㹺䏬׷ֶֽח㹋㶨ח搊挿׾䔲ג׃הيؚٓٗف׋ג㹋倵׋׃կ劤׾يؚٓٗف鸐ׄגծ㹋㶨ָչ㶨ך׮ו埄ⵃպ׾椚鍑ׅח׮הה׷ծ荈魦׮埄ⵃ⚺⡤׾הֿ׷֮ד钠陎׃ծꅽ鋵ⵖ䏝חꟼׅ׷姻ְ׃椚鍑׾帾׷׭堣⠓׋׏זהկך׉穠卓ծ㹋㶨ָꅽ鋵㹺䏬׷ֶֽח荈魦ך䕵ⶴ׾椚鍑ׅה׋׏זה⸔♧׷罋ִ׷կֿחֲ״ךծ㹋㶨׷ֶֽח埄ⵃֶן״ꅽ鋵ⵖ䏝ךפ椚鍑ָ⤛鹌ׁדהֿ׷׸ծ㹋㶨ָꅽ鋵װ佄䴂罏ח㼎ג׃荈ך׵䠐鋅װ䙼ְ׾邌僇ָׅהֿ׷〳腉׶זהծꅽ鋵균肪׷ֶֽח♶锃ך✮꣇׷ָזאח⸬卓ָ劍䖉ׁ׷׸կׁח׵ծ佄䴂罏⩎׮ג׏החծչꅽ鋵佄䴂պ׆׵תוהחծչꅽ鋵㹺䏬佄䴂պְֲה鋔挿ה׮ךծꅽ㶨٥㹋㶨٥ꅽ鋵׾⺪䭍涸ח䯝ִ׋佄䴂⡤ⵖך圓眠׾⤛鹌׃ծ㸜㹀׋׃ꅽ鋵균肪ך㹋植ח项ׅ׷ְִה׷֮דيؚٓٗف׷կ

靼 ⤥薉 㣐ꢻ㣐靼㣐㷕 Ⲥ侄䱇

չ鎉衝ל׸ֽז׸ׁחծ湡ך⵸׷֮ח㶷㖈ח孡ְזֹדכהֻֿבպˌˌկ猘荈魦ծ䔲ⴱכչ㹋㶨灇⥜պְֲה嚊䙀ח꼧厩ֻזָ׫ծ姻湫׹ֿהז麩ㄤ䠬ׅ׵䫴ְ׋׃תְגկ׃ַ׃ծ㹋ꥷ׶》ךيؚٓٗفח穈׾׫湡ך䔲׃ח׶׋ծ㹋㶨ך㡮ָ〳鋔⻉ׁ׾أإٗف׷׸穗גծחֿ׉悵׬ꅾ銲ז铬겗ה㣐ֹז〳腉䚍׾䓼ֻ㹋䠬׋׃ת׃կֿךيؚٓٗفך呌䗰כծ⿫⸇罏׷֮ד㹋㶨ך孡䭯װ׍䠐鋅׾㼣ꅾׅ׷㪦⹲ׅת׶֮חկꅽ鋵׷֮ד鋵ך崞⹛׾չ葺ְֿהպה椚鍑׷ְג׃㹋㶨כծ䖂ղג׃ח荈ⴓ׾ؤ٦صך䖓㔐ׅד׍ָ׃ח׃կ׃ַ׃ծչֲ֮וכ׋ז䙼ֲպְֲה㉏ְַֽ׾鸐ׄג荈ⴓך㡮ָⰋ肤㹀ׁ׷׸⡤꿀כծչ֮ך׋ז㶷㖈ָך׮ך׉㣐ⴖ׷֮דպְֲה劤颵涸ג׃הآ٦إحًז䕹ח׵㾈ֹׅתկׁח׵ծ㹋㶨ך鋔挿כծ׶״葺ְꅽ鋵균肪׾㹋植ׅח׭׋׷♶〳妀ה׌䙼ֲؒ׋׃ת׶ָ֮س٦اؾկד⚥ךيؚٓٗفծ균㶨篑穈ָ寸׋׏תꅽ㶨ח㼎ׅ׷孡䭯׾׍鑧׃さֲ⚥דծ֮׷㹋㶨ךչ׋ת贇䖉ְַׁזכדך׷׸䗰ꂁպְֲה鎉衝כծ㣐➂ָⵖ䏝װ䩛竲ֹד⚥ך搀䠐陎ח䩧׍嶊ֲת׃ג׃չ溪㹋պ׾瑱ְ׋׃תְגկ㹋㶨ך鎉衝ח羭׾⫘ֽծ䕹ָ׵鋅׷ְג兝葿׾㼣ꅾׅכהֿ׷ծ穠卓ג׃הꅽ㶨׾ؚٝ؎٦ؽٕؑؐך㸚׮חהֿ׷湫穠ׅת׃կ㶨ך׍׋׮ו秪磏ז鋔挿ָֿ׉ծꅽ鋵균肪׷ֶֽחչ鋅ְִז铬겗պ׾鍑ֹ僇ַׅ꒲ה׷זה䙼ֲׅדךկ



牧野博子

事業４
イギリス里親会
との交流
何度か 交流企画の日程を提案しましたが、か
み合わず、２０２５年度は断念いたしました。
２０２６年の早い段階で、里親同士の交流で互
いの国での制度や取り組みを伝え合いや違いや
取り組みたい要素を見つける。そして２６年度
中に子ども絵画での交流を図りたい。

©TPC ©KSW 
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婍䙀חהֿזծ؎ؘٔךأꅽ鋵⠓ׁךה׿❛崧✲噟כ㹋植׋׏ַזֹדկא⾱㔓ָ罋ִ׷׸׵կכא䔲岀➂ך㔚⡤铡僇ח蕱䣁הֿ׋׃կא湡ָأٖس،׋׃׶》׶װכ㉏겗ַ֮׭׋ך؍ذُٔؗإַך׋׏ծًה׌׭׋׋׏ַז׸》ֽ」חְ✼٦ָٕ䙼׷׸׻կא湡ך㔚⡤荈魦ָ׌הֿךծջꅽ鋵㶨佄䴂堣ꟼռה岀➂せח佄䴂堣ꟼָ֮׭׋׷ծջִֶָռؚٝٔةأؓؿכ堣ꟼה׌⹞麩ְׁ׋׸կ佄䴂堣堣ꟼָꅽ鋵⠓ךה❛崧׾䨽劄׋׏ת׃ג׸׻׵החֲ״ךַ׷ְג׃կ㹋ꥷכח䔲岀➂ָꅽ鋵⠓׾הֿ׷֮דך׮ך׉⠗ִֹחך׷㢩㕂׶֮׮הֿ׷֮ד儗꟦ַַָ׶麓ֺ׋կ㹋ꥷ嵲㢩חֲ״ךֿכד⯢湱חⴖ׶ꨄׁ׋׸ꅽ鋵⠓ַך׷֮כծⴽדٕكٖך锃׋׏זֻ׋ץկ鎘歗כג׃הծ痥♧媮ꥡג׃הծ㣐➂ꅽ鋵ٖٕك❛崧דֲִ׋׃׾ծ㶨׮וず㡦כ窩歗ךד❛崧הְ׋ְֹג׏װ׾䙼׷ְג׏կ

事業４ イギリス
の里親会との交流



事業５
教科書署名運動
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９月３０日オンライン署名公開
１０月１２日全国里親全国大会 会長会で紹介、
参加者配布、５００枚チラシ
〃 えがお絵画コンクール表彰式用 １００枚
１０月１９日 大阪市里親会シンポ １００枚
１０月２９日届福岡市里親会 １０００枚チラシ
〃 高知県里親会 １００枚チラシ
〃 熊本県里親会 １００枚チラシ
〃 （大阪市里親会・天理教里親会） １５００枚
〃 えがお事務所 ３００枚チラシ（絵画展示会場用など）
１１月４日 大阪府社会協議会 １５０部チラシ
１１月８日届 鳥取県境港市 １００枚チラシ
〃 えがお事務所 ４００枚チラシ ポスター１０枚 （JaSPCAN用）
１１月１５・１６日 JaSPCAN ３００枚チラシ
１１月２１日 大阪弁護士会 ３０枚チラシ
１２月 全国里親会 後援名義 承諾
１月 FCP参加者用 １０枚

１月 FCP参加者用 １０枚
大阪府要望書提出時 １０枚
１月３１日 全里会長会議
２月１日 奈良王寺里親シンポ ３０枚
２月３日 豊中里親シンポ １５０枚
２月１４日 弁護士会人権フェスタ １５０枚
２月１８日 大阪府施設部会 １００部
３月１日 大阪府特別養子シンポ １００部
３月 東京都中野区里親会 ３０部
３月１７日 大阪府施設部会 １００部
３月２２日 大阪府 大阪市 堺市 春季里親研修会 ５０部
３月３１日 大阪府共同募金交付式 ６０部

䫙磏׾ך׮ז⚺
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湡涸כծ侄肪ד⚥ך爡⠓涸균隊הꅽ鋵ⵖ䏝׾姻ֻ׃㷕ע堣⠓׶ֻא׾ծ٥㶨ךפ׍׋׮ו⨉鋅׾幾ְֲה٥ְׂהֿׅ׵儗ח㶨׾׮ו㸚׷鼅䫛肇׾䎢٥הֿ׷־ꅽ鋵㹺䏬ךפ٦غ٦ٔ،؛װ椚鍑׾帾٥הֿ׷׭㷕吤植㜥ךפ椚鍑׾䎢׭䔲鑩׮וֿך균肪ך⯍㹋׾㔳׷⟃♳挿ך㹋植կ

事業５ 教科書署名運動

2016䎃ך⯢畘状爷岀何姻כגְֶחծչ㹺䏬균肪⮚⯓ך⾱⵱պך椚䙀ה׮ךծ倵鏣균隊ַ׵㹺䏬균隊ךפ鯄䳔ָ爙ׁ׋׸կֿך鯄䳔ך⚥䗰ח⡘縧ָך׷ְג׸׵ֽבꅽ鋵ⵖ䏝׶֮דծך׉⯍㹋ֶן״䭁⯍ָ実׷ְג׸׵׭կ׵ָז׃ַ׃ծ植朐כדꅽ鋵ⵖ䏝ך爡⠓涸钠濼כ⼧ⴓכה鎉ְꨇֻծⵖ䏝ך涪㾜חぢֽכגծ爡⠓Ⰻ⡤׷ֶֽח钠濼ֶן״椚鍑ך⤛鹌ָ铬겗׷ְג׏זהկ劤✲噟׷ֶֽחչ侄猰剅縭せ麊⹛պכծꅽ鋵ⵖ䏝חꟼׅ׷钠濼ぢ♳ך堣⠓ג׃ה堣腉׃ծךג׃הّٝءؙ،ٍٕء٦ا⸬卓׮劍䖉ׁ׶》׷׸穈׷֮ד׫կ׋תծず何姻ָ׮וֿכד埄ⵃ⚺⡤ָהֿ׷֮ד僇鎸ׁ׶ֶג׸ծ侄猰剅ח爡⠓涸균隊װꅽ鋵ⵖ䏝ָ䲓鯹ׁדהֿ׷׸ծֿ׮ו荈魦ָ爡⠓涸균肪ך➬穈׾׫㷕ע堣⠓ךⶼ⳿׷ָזאחկך׉穠卓ծֿ׮ו荈魦ָ埄ⵃ⚺⡤׾הֿ׷֮ד椚鍑ׅח׮הה׷ծ荈魦ך埄ⵃג׃הծꅽ鋵ⵖ䏝׾ろ׬爡⠓涸균隊׾أؽ٦؟鼅䫛ׅ׷〳腉䚍ָ넝׷תկׁח׵ծ侄肪植㜥גְֶח爡⠓涸균隊׾䪔ֲֿכהծֿח׮ו魦鵚ז㶷㖈׷֮ד侄㆞ך椚鍑⤛鹌׮ח㺔♷ׅ׶֮דך׮׷ծֿך׮ו剑㊣ךⵃ渣׾驎׋ִת佄䴂ך⯍㹋׷ָזאח〳腉䚍ָ֮׷կ⟃♳׶״ծ劤✲噟כծֿ׾׮ו⚥䗰ח䰘ִ׋爡⠓ך䕎䧭ח㺔♷ׅ׷䠐纏帾ְ崞⹛׷ְִה׷֮דկ

靼 ⤥薉 㣐ꢻ㣐靼㣐㷕 Ⲥ侄䱇
爡⠓涸균隊♴ך

㶨׮ו侧׾
♳㔐׵ְַ׋׶

目標 ５０，
０００

筆



荒屋 高橋 谷 友野 牧野

関連その他
JaSPCAN 学術集会
公募シンポジウム＆パネル展示
２０２５年１１月１５日～１６日 札幌

©TPC ©KSW 

ꅽ鋵2せ ꅽ鋵佄䴂堣ꟼ耵㆞せ 灇瑔罏せⰕꟚדيؐآهٝء㹋㶨ぢֽהيؚٓٗف侄猰剅䲓鯹麊⹛׾涪邌ٕطػ㾜爙ד侄猰剅䲓鯹麊⹛٦ٕؾ،׾

大阪弁護士会人権フェスタ
人権賞最終候補

２０２６年２月１４日 大阪弁護士会館

実子向けプログラムと教科書掲載運動
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⿼ꅿ酔繟 㼔Ꟍꅽ鋵
その他関連活動

㶨ך׍׋׮ו疭겣׾窫ח׭׋ְזׁװծ濼ְ׋ְ׵׮ג׏ꅽ鋵ⵖ䏝ֿך䙼ְ׾脼ח傈劤㶨׮ו贇䖉꣇姺㷕⠓JaSPCANח遤
կ׋׃ת׶ְתג׏
⠓㜥ך׉׷ְד׿⚛ָٕطػך׿ֻׁ׋ח♧歗חծꅽ鋵ⵖ䏝侄猰剅䲓鯹׾٦ةأه顦׃⳿׶ծずحٖؿٝػךִֶָװءٓث
ך׉ծ׮דկ׋׃תְג׸סָ֮➂כחծ⠓㜥׶ת⿫⸇罏ָ꧊׵Ⰻ㕂ַכկJaSPCAN׋׃ת縧ֹ׮せⵝךꅽ鋵׍׋猘ג׃׉ծز
ז罏׷ְג佄ִדל׉׾׍׋׮ו㶨׮ꅽ鋵˘חךזկ⯢畘贇䖉꣇姺㷕⠓׿ׇת׶ַ׻ֲַוַ׋ְ➂20׭ろ׾׍׋猘כꅽ鋵ד⚥
ծꅽ鋵㶨佄ג׃겗הպִֶָה埄ⵃך׮ו㶨׷䎢ָ׵կչꅽ鋵ַׅדך׋׏䠐纏ָ֮׷涪邌ׅדծֿֿ׉ֿ׵ַ׌ծ׮ד˘חך
䴂堣ꟼִֶָ׶》ך穈װ㹋㶨ぢֽ׾וזيؚٓٗف⠗ִ׋׃תկչꅽ鋵ⵖ䏝侄猰剅䲓鯹麊⹛պכגְאח如חֲ״ך涪邌׃ת׃
׃ה橆♧ך佄䴂גծꅽ鋵ָ㶨肪׸׵׸Ⰵֽ」ג׃ה㶷㖈ך⵸׶׋ծꅽ鋵㹺䏬ָ䔲׶״חהֿ׷׸կչꅽ鋵ⵖ䏝ָ爡⠓涸钠濼ׁ׋
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総括と制度改善に向けた提言
劤ٓ׶》ךن穈כד׫ծ؎ؘٔךأꅽ鋵ⵖ䏝ך椚鍑ֶן״傈劤ךה嫰鯰ծׁח׵ꅽ鋵װ㹋㶨ך㹋

⡤꿀׾鸐ג׃ծ傈劤ךꅽ鋵ⵖ䏝׷ֶֽח铬겗׾僇׋׃חַ׵կך׉穠卓ծ傈劤כגְֶחծꅽ鋵ⵖ
䏝ָ爡⠓涸균隊ך♧橆ג׃ה⡘縧׆׵׻ַַ׮ח׷ְג׸׵ֽבծ佄䴂⡤ⵖֶן״ⵖ䏝麊欽ך꬗ח
կ׋׸然钠ָׁהֿ׷铬겗ָ㶷㖈ׅך醱侧גְֶ
暴חծꅽ鋵ךפ䞔㜠䲿⣘ך♶駈ծ균㶨篑穈䖓ך佄䴂ך倖窫ծ㹺䏬ⱄ窟さחぢֽ׋佄䴂ך♶⼧ⴓׁ

אח㼔Ꟍ䚍׷׸׵׭実חծꅽ鋵׋תկ׋׏֮ד妀㥴ָ겥衼ך佄䴂׷㼎ׅח㹋㶨ךծꅽ鋵㹺䏬ִ⸇ח
׸׵׭䓼⻉ָ実ך遤ֲ⡤ⵖ׾균肪ג׃⫴⼿佄䴂堣ꟼָהծꅽ鋵׆׵ֶג׃嵴鷲ח椚鍑ָ⼧ⴓךגְ
կ׷
⥜灇ן״㼪Ⰵծ䞔㜠Ꟛ爙ֶך佄䴂ךד㹺做⽃⡘׋׭ろ׾ծ㹋㶨כדنծ劤ٓ׃㼎ח铬겗ך׵׸ֿ

⡤ⵖך䓼⻉ծ균㶨篑穈䖓׾ろ׋׭竰竲涸佄䴂ה㹺䏬ⱄ窟さ佄䴂ך侭⪒׾䲿鎉ְ׋׃կׁח׵ծꅽ鋵
הה׷׭넝׾ծ钠濼䏝דהֿ׷׭実׾䲓鯹պ׾爡⠓涸균隊٥ꅽ鋵ⵖ䏝ךչ侄猰剅׃侭椚׾㹋騧濼ך
կ׷䗳銲ָ֮׷㔳׾־♳䎿ך颵ךⵖ䏝Ⰻ⡤ה♳ぢך㼔Ꟍ䚍ךծꅽ鋵ח׮
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2
まとめと今後の方向性
本ラボの取り組みから、日本では支援の継続性や情報共有の不足、実

子支援の欠如などが依然として課題であることが明らかとなった。また
、登録里親に占める親族里親の割合は約5％程度にとどまっており、養
育形態の多様性の活用という点においても改善の余地がある。

今後の活動
・日本版実子プログラム（特に登録後）の構築
・イギリス里親会との子どもを含めた交流
・教科書掲載運動の継続
・里親の専門性を高めるためのラボ活動（MTG）を活発化させる
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3 日本の里親制度への今後の方向性
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ծ濼鋅כ׫穈׶》׷ׅ⻉ծ⡤禸׃侭椚٥Ⱏ剣׾穗꿀װ㹋騧濼ךծꅽ鋵ח׵ׁ
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ありがとうございました！
目指そう 社会的養護 里親制度の社会化
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